
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年ギター文化館コンサートシリーズ 

第７回里山と風の声コンサート（２０１５年８月９日） 

第７回里山と風の声コンサートは、敗戦７０周年にあたり、平和への祈りをテーマに、詩の朗読とギター演奏をおとどけしま

す。またコンサート当日は長崎原爆投下７０年であることから、特別企画として原爆の惨状を訴えた映画「ひろしま」の上映

会を同時開催します。  映画「ひろしま」 １回目上映１０時～ ２回目上映１２時３０分～ コンサート１５時開演 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原爆７０年記念特別企画 映画 ひろしま 上映会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女優山田五十鈴が我が子の名を呼びながら、一瞬にして瓦礫となり、大勢の爆死した人の中

を彷徨い歩く姿は、映画のためのシーンではなかった。岩間在住の被爆者郡司英子さんの自

分史「末期の水」第六章原爆投下にも同じ描写がある。『…負傷者を運ぶトラックの荷台に

乗せてもらい広島に向って家路を急ぎました。（中略）五日市近くになると、家々が半壊状

態になり、道路に座り込む人、倒れている人、歩いている人も皆ことごとく皮膚を布の如く

ぶらさげ、お腹もオッパイもふくれ、髪はチリヂリのまま両手を前にぶら下げ、家路の方向

にフラフラと歩く男か女か、大人か子供か判別できない人の列を、トラックの上から息をの

み掌にビッシリ汗をかいて通り過ごしました』と。これは個人の体験ではない。 

映画「ひろしま」は、戦争を知らない者達にとっても平和への体験記憶として長く伝え残しておかなければならない。（文責：白井啓治） 

 

 

 

 

 

 

  

コンサート料金（映画鑑賞込）４０００円（前売券３５００円） 映画「ひろしま」のみの観賞料１２００円（前売券１０００円） 

ギター文化館 ℡ ０２９９-４６-２４５７ Fax ０２９９-４６-２６２８ 

〒３１５-０１２４ 茨城県石岡市柴間４３１-３５ 

E-mail palacio@guitar-bunkakan.com   HP guitar-bunkakan.com    

 

原爆・敗戦７０年にあたり… 

市川紀行作「未来に託す詩」 

はるかな道を 確かな道を 

敗戦７０年の歳月を 

しっかりと抱き続けてきた 

その道を その歳月をかみしめながら 

… … … … … 

ああ、しかし今 本当に忘れないか 

本当に忘れていないか 

忘れようとしていないか 

忘恩のたくらみが 声高に破滅を… 

北海の貴公子・亀岡三典が原爆

投下、敗戦から７０年にあたり

平和への願いを込めて、当館所

蔵の名器（ドミンゴ・エステソ他）

の力も借りて祈りの声を奏で

ます。 

・ｿﾅﾀ / ﾄｳ-ﾘﾅ 

・悲歌～ｲﾝ･ﾒﾓﾘｱﾑ･ﾄｵﾙ･ﾀｹﾐﾂ/ﾌﾞﾛｰｳェﾙ  

・ギターは耐え､そして希望し続ける 

   /池辺晋一郎 …他 

 

朗読 白井啓治 ギター 亀岡三典 

 

1955年ベルリン国際映画祭長編映画賞受賞作品 

「ひろしま」は、被爆した子供達の日記を教育学者の長田新が編集

した文集「原爆の子・広島の少年少女のうったえ」を日教組が映画

化を企画し、脚本・八木保太郎、監督・関川秀雄で製作された作品

である。この映画の撮影は未だ原爆の傷跡の深く残る 1953年に、広

島の市民、教職員 9 万人がエキストラ出演や製作に協力し完成にこ

ぎつけた。しかし、当時の時代背景の中で、国際映画賞を受賞しな

がらも劇場での一般公開は出来なかった。広島、長崎への原爆投下

から７０年。未だ世界から戦争をなくすことが出来ない不幸過ぎる

現実。原爆 70年の今、映画「ひろしま」を観ることで改めて戦争の

悲惨さを考えることが必要であると思う。 

 みちこ！ 明男！ みちこ！ 

 

川の中で教え子たちと手をつなぎ合わ

せ、みんな消えるように沈んだ… 


